
３ 令和 2年 3月 15 日　広報ふっさ　No.1043 市役所の代表電話番号は 
納
税
は
　
納
期
内
で
　
元
気
な
福
生

【広報ふっさ記事の訂正について】広報ふっさ 2月 15 日号 2面に掲載した「人口と世帯数（令和 2年 2月 1日現在）」の「世帯数」に誤りがありました。正しくは、「30,399」

です。お詫びして訂正します。【問合せ】総合窓口課☎ 551・1595

  令和２年３月上旬から令

和３年５月下旬まで中福生

陸橋長寿命化工事が、東京

都により施工されます。つ

きましては、陸橋周辺の利

用に影響が及びますので、

お知らせします。※工事の

進捗により変更の可能性が

あります。

〈福生市道〉・市道第 1136 号線車両通行止め ( 歩行者

および自転車は通行可能 )

【期間】令和 2年 10 月～令和３年２月

・市道田園 14 号線車両片側交互通行 ( 歩行者および自

転車は通行可能 )

【期間】１か月程度 (時期未定 )

〈公園〉・中福生陸橋高架下広場閉鎖

【期間】令和 2年５月～令和３年５月

〈福生市自転車保管

場所〉・福生駅西口

自転車駐車場（福生

市福生 977-20）の一

部へ移転。自転車等

を撤去された方は、

移転先へお願いします。

【期間】令和 2年４月 15 日㈬～令和３年５月

【問合せ】〈工事内容について〉東京都西多摩建設事務

所補修課☎ 0428・22・2755

〈福生市道の通行止めについて〉道路下水道課管理グ

ループ☎ 551・1969

〈公園について〉施設公園課施設公園グループ☎ 551・

1985

〈自転車保管場所について〉安全安心まちづくり課地

域安全係☎ 551・1691

　

　

　市では、１月７日～ 21 日の間に次の計画（案）

等について市民意見の募集（パブリックコメント）

を行い、ご意見をいただきました。ご意見の概要

と市の考え方は次のとおりです。

　多くのご意見をいただきましたが、計画（案）

等に対するご意見のみ掲載させていただき、内容

が類似しているものや重複しているものはまとめ

て、要旨のみを掲載しています（市ホームページ

では、詳細を掲載しています）。

■次の計画（案）等に関するご意見はありません
でした
▼福生市行政改革大綱（第 7次）（案）
【問合せ】行政管理課行政管理係☎ 551・1580

▼福生市教育振興基本計画 第 2次（案）
【問合せ】教育総務課教育総務係☎ 551・1930

市民意見の概要 意見に対する市の考え方
○公民館での生涯学習に

ついて

　自己実現のための生涯

学習と公民館での学習は

異なるもの。自己実現の

生涯学習では市民のつな

がりや地域への貢献が重

視されていません。公民

館での学習は主に「つど

う」「まなぶ」「むすぶ」

の３つの機能を有してお

り、人づくり・地域づく

りに貢献しています。

　今後、このような機能

をもった公民館の役割が

重要であるため、市民と

行政が一緒になって公民

館での学習を充実したも

のとなるよう目指すべき

だと考えます。

 福生市には、公民館本館、

松林分館、白梅分館の三つの

公民館があります。生涯を通

じた学びによる豊かな地域づ

くり・人づくりに向け、各公

民館では、地域的課題、社会

的課題、現代的課題を解決す

るため、実際生活に即する教

育、学術および文化に関する

各種の事業を実施していま

す。

 また、公民館利用者による

サークル活動も積極的に行わ

れており、市民の学習の場、

仲間づくりの場、生きがいづ

くりの場にもなっていると認

識しております。ご意見につ

きましては、今後の公民館運

営の参考にしてまいりたいと

考えています。

▼福生市自殺総合対策計画（案）
【意見提出者】2 人（8項目）
【問合せ】健康課保健指導係☎ 552・0061

▼福生市基本計画（第 5期）（案）
【意見提出者】１人（１項目）
【問合せ】企画調整課企画調整担当☎ 551・1528

▼福生市子ども・子育て支援事業計画（第 2
期）(案 )
【意見提出者】１人（１項目）
【問合せ】子ども育成課子ども育成係☎ 551・1733

市民意見の概要 意見に対する市の考え方

　病児保育所、病後児

保育所の拡充。特に病

児保育所は受け入れ人

数が少なくすぐ満室に

なるため、利用が制限

されている。

　病児保育については、平成

29 年度に定員を４人から６人

に増やしました。さらなる定

員の拡大については、施設面

積の確保や保育士・看護師の

増員等の検討が必要です。ご

意見は参考とさせていただき

ます。

中福生陸橋長寿命化工事について
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市民意見の概要 意見に対する市の考え方
①国は、市長、副市長の行政トップが関わる自殺対策推

進体制を整えると提言しているが、既存の健康づくり事

業推進会議で全ての部署を掌握可能か。また、計画では

目標値の自殺者数（自殺者率）しか設定されていないが、

これで各施策の評価が可能か。

②国は、評価指標例を参考に適切なものを盛り込むことを

提言しているが、当市の計画では一切設定されていない。

③進捗状況は、評価とともに公表することを願う。

④自殺対策基本法の基本理念には、自殺対策は、自殺の事

前予防、自殺発生の危機への対応、自殺が発生した後また

は自殺が未遂に終わった後の事後対応の各段階に応じて施

策として実施されなければならない、と規定されているが、

計画にはこれに関する施策が見当たらない。

⑤当市の体制では、行政全体として自殺対策を推進する体

制を整えることが厳しくなるのではないか。

⑥意識調査でも、悩みを抱えた方への効果的な支援の取組

みとして、「相談体制の充実」がトップになっているため、

特に子どもたちが悩んだときにいつでも相談できる窓口

の設置を望む。

⑦本書の第１章計画の策定にあたって「4 数値目標」の過

去データの出所を明らかにされたい。

①健康づくり事業推進会議は、市民の健康づくりを推進す

るための組織で、必要な場合は行政トップの指示を受けま

す。また、評価は事例検討、施策の実施状況等を報告し、

進捗管理を行います。

②評価指標等は、数値目標の自殺死亡率と自殺者数を、評

価指標は、個々の施策に基づく取組と内容（例：ゲートキー

パー養成講座とその実施）を記載しています。

③公表を考えています。

④事前予防はリーフレット配布などの普及啓発を、危機対

応はゲートキーパー研修などの人材育成を実施します。自

殺発生後は自死遺族の支援項目を追加します。自殺未遂後

の対応は、国や都の動向を注視していきます。

⑤計画検討時、各課に 289 項目の調査を実施しました。健

康づくり事業推進会議では、自殺対策に必要な部署として、

広報担当課、就業担当課等を新たに任命し、関係部局が幅

広く参画できる体制を整えました。

⑥新たな窓口設置ではなく、現在の窓口で、自殺対策の視

点を加えることを計画に位置付けています。各窓口で、一

つひとつの相談をきめ細かく対応し、相談担当課が異なっ

ても同意を得て各窓口で連携し、自殺対策を行います。

⑦「４ 数値目標」の出典先を記載します。

　自死遺族歴二十数年、支援らしい支援を受けられないま

ま、子を育て、何とか長らえてきました。支援相談窓口

が多く設置されていますが、長年問題を抱えながら生き

ている者にとっては、「相談」では事が足りない。「高齢者」

「介護者」などの集える場所、語り合い、信頼関係が結ん

でいけるような場が必要。今は問題を抱えていたとして

も、きっかけさえあれば、支える側にもなっていくもの

であると認識してほしい。市の委員となったがボランティ

アであったので、少しでも有償であれば、自己肯定感を高

め、「生きることの促進の要因」になるのではないか。ま

た、その際、内容検討に十分な時間がなく、疑問に思った。

自死遺族など細かく分けた「話せる場」ではなく、多種多

様な問題を「話せる場」が必要です。

　今回の計画では、障害がある方、子育て世代、子ども、家族、

高齢者などを対象に、各部署でさまざまな集える場所につ

いて、計画に記載し、「生きることへの促進要因」を増やす

ための取組を合わせて行ってまいります。

　行政が自殺対策を行うだけではなく、ご意見のとおり、

問題を抱えていても、きっかけがあれば、支える立場となっ

ていただけることと思いますので、集える場所等を活用し、

自殺対策に一緒に取り組んでいただけたらと考えます。

　市としましては、計画を策定するとともに、市民の皆さ

んを対象に、ゲートキーパー研修や自殺に関する講演会を

開催する予定ですので、ぜひともご参加ください。

パブリックコメントの結果について

市道第 1136 号線

市道田園 14 号線

高架下広場
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